
2020年（令和２年）７月１日号
No.1144

4

　事情があって保険料を納付することが難しい場合は、各担当までご連絡ください。現在の状況を伺い、納付計画を一緒に検討します。
　減免の申請は、7月から随時受け付けとなります。申請があった月以降の保険料が減免の対象となりますので、ご注意ください。また、
減免を受けるには、各種要件がありますので、不明な点がある場合は各担当にお問い合わせください。なお、新型コロナウイルス感染症
の影響により収入が減少した場合なども減免の対象となる場合があります。詳しくは市   をご参照ください。　

国民健康保険料・後期高齢者医療保険料・
介護保険料の決定通知書を送付2020年度

　介護保険は社会全体で介護の負担を支えあう社会保険制度で、40歳以上の方が納める保険料と公費を財源に運営しています。

　国民健康保険は、病気やけがに備えて加入者が保険料を納め、医療費の補助などにあてる制度です。職場の健康保険や後期高齢者医療制
度の加入者、生活保護を受けている方などを除く、全ての人が国民健康保険に加入します。

　決定した年間保険料と納付方法などは、7月中に郵送する介護保険料決定通知書でご確認ください。

　現在、お手元にある「後期高齢者医療被保険者証」（保険証）の有
効期限は7月31日 ㈮までです。新しい保険証は、7月中に簡易書留

（郵便局員が直接届ける方法）で郵送します。8月1日㈯以降は、新し
い保険証を使用してください。

　2020年度・2021年度の保険料率は下表のとおり決定しました。
決定した年間保険料と納付方法などは、7月中に郵送する後期高齢
者医療保険料決定通知書でご確認ください。
　均等割額については、世帯の所得状況に応じて軽減されます。法
令上7割軽減の対象の方は、これまで上乗せして軽減してきました
が、これからも制度を持続可能なものとするため、段階的に見直し
を行っています。今年度は、これまでの8.5割軽減が7.75割軽減、8
割軽減が7割軽減に変わります。

　2020年度の保険料率は下表のとおり決定しました。決定した年
間保険料と納付方法などは、7月中旬に郵送する国民健康保険料決
定通知書でご確認ください。

・ 8月1日から保険証の色は「橙色」から「水色」に変わります。
・ 有効期限は2022年7月31日（通常の被保険者証の有効期限は2年
　間）です。ただし、短期被保険者証の有効期限は6ヶ月間です。 
・ 古い保険証（橙色の保険証）は、8月1日以降に小さく切るなど、内
　容が分からないようにしてから捨てるか、市役
　所保険年金課、小出支所、各出張所、市民窓口
　センター、市立病院に返却してください。

国民健康保険

【保険年金課保険料担当】

後期高齢者医療制度

【保険年金課後期高齢者医療保険担当】

【高齢福祉介護課保険料担当】

介護保険

保険料の納付が難しいときは相談を

▢HP

新しい保険証
（8月1日から）

新型コロナウイルス
感染症に関する
手続きの一覧

2020年度・2021年度後期高齢者医療保険料率
区分 2020年度・2021年度

8.74%

4万3800円

64万円

所得割
（前年中の所得に基づく）

均等割
（被保険者１人当たり） 

賦課限度額

2020年度国民健康保険料率

区分

賦課限度額

医療給付費分 後期高齢者
支援金等分

介護納付金分
(40歳以上65歳未満)

所得割
（前年中の所得に基づく）

均等割
（被保険者１人当たり）

平等割
（１世帯当たり）

2.41%

8000円

7600円

17万円

2.71%

7800円

1万200円

19万円

6.21%

1万8700円

2万4500円

63万円

後期高齢者医療制度の保険証が8月から新しくなります

国民健康保険被保険者の介護保険料の納め方

40歳以上の方は、介護保険料を負担します。国民
健康保険に加入している第2号被保険者の介護
保険料は、国民健康保険料の介護納付金分とし
て国民健康保険料の医療分、後期高齢者支援金
分とあわせて納めます。

65歳以上の方は、国民健康保険料に含めて介護
保険料を支払う方法ではなく、65歳になる月（1日
が誕生日の方はその前月）から介護保険料を市に
対して個人ごとに納めます。

国民健康保険
被保険者の年齢

40歳から64歳
（介護保険第2号
被保険者）

65歳以上
（介護保険第1号
被保険者）

介護保険料の納め方

　後期高齢者医療保険は、75歳以上の方と65歳～74歳で一定の障害のある方が加入する医療制度です。

　2020年度の各保険料の決定通知書（当初納入通知書）を7月中に納付義務者の方へ送付します。

※ 8月1日を過ぎても保険証が届かない場合は、
　 市役所保険年金課へお問い合わせください

だいだい
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　「C
チ ョ イ ス

hoice!C
チ ガ サ キ

HIGASAKI」とは、道の駅のオープンを見据え、茅ヶ崎の魅力
の発信やイメージ向上を目指すオリジナルブランドです。今年2月に認定
された20品目の中から数品目ずつピックアップしてお届けします。

【産業振興課道の駅整備推進担当】

　自宅でちょっとぜいたくなカフェタ
イムを楽しみませんか。
　今回は、おうちカフェをより楽しむ
ことができるスイーツ3品を紹介しま
す。インターネットでも購入可能です。
写真：①完熟茅ヶ崎マカロン（手前）②ここは茅ヶ
崎！サザンサブレ（左奥）③茅ヶ崎プリン（右奥）

② ③①

　完熟茅ヶ崎マカロンは、
完熟果実の新鮮なおいし
さを詰め込んでいます。
紅茶やコーヒーはもちろ
ん、シャンパンやワイン
などのアルコールとも相
性抜群です。

　茅ヶ崎のシンボルをぎゅ
っと詰め込んだここは茅ヶ
崎！サザンサブレは、ソル
ト味などとっておきの3種
類の味が楽しめます。逆さ
えぼしのサブレを見つけた
ら良いことがあるかも?!

　なめらかな口当たりが
特徴の濃厚手作り茅ヶ崎
プリン。付属のシロップ
と、シャリシャリした食
感のクラッシュシュガー
をかけるとさらにおいし
く食べられます。

もっと知りたい

エトアール
洋菓子店
古屋宣仁さん

公式　　　

Choiceで楽しむおうちカフェ

パティスリー
M
マ カ ロ ナ ー ジ ュ
acaronage
羽
は の
野貴明さん

有限会社
クライミング
横尾忠司さん

共恵1-10-16 共恵1-7-17 幸町22-26横尾ビル
☎050(5243)1077☎(87)1871☎(91)4371
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熱中症予防のポイント 子どもや高齢者には
周りの人が

気を配りましょう

9 月ごろまでは熱中症に注意
　熱中症は、気温・湿度が高い９月ごろまで特に注意が必要です。新型コロナ
ウイルス感染予防のため、外出を自粛し運動不足になったり、マスクを着用し
たりするなど、例年以上に熱中症のリスクが高くなっています。正しい知識を
身に付けて元気に夏を過ごしましょう。(本紙8面に関連記事を掲載)　

エアコンの使用や涼しい服装で暑さを避ける
喉が渇く前にこまめに水分補給をする
屋外で人と十分な距離（2m以上）が確保できる
場合はマスクをはずす
涼しい時間帯に適度に運動し、暑さに負けない
体を作る

●
●
●

●

症
状

応
急
処
置

めまい、ほてり、大量の汗、足がつる、頭痛、吐き気など

涼しいところに移動する
衣服をゆるめ、うちわや保冷剤で体の熱を逃がす
スポーツドリンクや経口補水液などで水分摂取
症状が改善しない
自力で水分がとれない

●
●
●
●
● 医療機関へ

【保健所健康増進課健康づくり担当☎(38)3331】

熱中症予防
のポイント

備える
防災 スマホやテレビで 　災害時は防災行政用無線（屋外スピーカー）以外にもスマートフォン（スマホ）やテ

レビなど、私たちの生活に身近な物で防災情報を確認できます。いざというときに
慌てず情報を確認できるよう、複数の媒体で閲覧環境を整えておくなど情報収集力
を高めましょう。
� 【防災対策課防災担当】

SNS（LINE、Twitter）で防災情報を確認

▼ �市LINE公式
　アカウントを
　友だち追加する

テレビで防災情報を確認

▼ ���テレビ神奈川（tvk:3チャンネル）のデータ放送
（リモコンのdボタン）などで市の防災情報を確
認する

▼ ��市公式Twitter
　アカウントを
　フォローする

●�画面に表示されるプッシュ通知で、市公式アカウントからの緊急情報を見逃さ
ずに確認できる

●�万が一、市　にアクセスが集中し閲覧できなくなっても、防災情報を確認できる
●�停電時でもスマホが使用できれば、防災情報を確認できる（スマホ用の予備バッ
テリーは普段から用意する）

●県内の他市町村の状況もあわせて分かる
●�スマホを使っていない方でも、テレビのリモコン操作
で簡単に、防災情報を確認できる（緊急時は自動で防災
情報が表示）

友だち
追加の方法

アカウント
フォローの
方法

ちがさき動画ライブラ
リー「テレビ神奈川
データ放送での確認方
法」（22秒間）

災害情報を確認

友だち数
1万人突破

d

おすすめ
ポイント

おすすめ
ポイント

フォロワー数
2万人突破

屋外スピーカーと同じ
内容を確認できます
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【
文
化
生
涯
学
習
課
市
史
編
さ
ん
担
当
】 1975年頃の小山敬三市民文化会館大ホールの第一緞帳
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